
日時 令和３年 ９月２０日（月・敬老の日）  
午後１時３０分開場 午後２時開始～４時３０分終了 

 

 

新型コロナウイルス感染症は、またたく間に世界に拡大し、人々の生活を根底から揺るがし、命とくらし、仕事に

おけるさまざまな困難を生じさせています。それは、同時に私たちの社会や国家がかかえる問題点や脆弱性を

浮き上がらせ、国家と社会の基軸たる憲法の意義、その役割が真剣に問われるべき時を迎えています。 

 コロナ禍に政治はどう対するべきか、その際の憲法の意義とは、また政治と学問との関係はどうあるべきかな

どについて、ご一緒に考えてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

     コロナ禍中であるため、小澤先生とは会場とＺｏｏｍでつないでＷＥＢ上でのご講演となります。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                             

   

 

 

 

 

   

 

メイン会場   さざんか会館（鳥取市富安 2丁目 104-2) 大会議室 
○サテライト会場  米子：コンベンションセンター国際会議室 

        倉吉：倉吉交流プラザ視聴覚ホール（パークスクエア内） 

        

 

■ シンポ応援有志による直前「スタンディング」アピールのご案内 

シンポジウム当日、１２時３０分から有志団体によるスタンディングアピールを県内各所で行います。 

鳥取：駅前北口周辺  倉吉：駅前南口正面  米子：米子市文化ホール周辺 

参加希望等ご質問・ご連絡は  東部 鳥取県労働組合総連合（電話 ０８５７－２１－３１７１）まで 

               中部 鳥取県中部九条の会 （電話 ０８５８－２３－２３１６）まで 

          西部 岡島 恒志     （電話 ０９０－６８３３－４４７０）まで 


